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簡
出
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構
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概
要

出
雲
平
野
は
、
斐
伊
川

・
神
門
川
の
沖
積
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
平
野

の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
、
両
河
川
の
旧
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
て
い
る
。
矢
野

遺
跡
も
同
様
の
立
地
に
あ
り
、

弥
生
時
代
の
拠
点
集
落
と
し
て

著
名
で
、
島
根
大
学
に
よ
っ
て

継
続
的
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。

位
置
は
出
雲
市
の
市
街
地
の
す

ぐ
北
、
出
雲
平
野
の
中
央
部
に

あ
た
る
。
西
に
は
、
浜
山
砂
丘

が
あ
り
、
そ
の
外
は
日
本
海
と

な
る
。
東
で
は
斐
伊
川
が
東
流

し
て
お
り
、
宍
道
湖

へ
と
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
出
雲
健
康
公
園

（出
雲
ド
ー
ム
）
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
調

査
面
積
は
四
〇
〇
〇
だ
で
あ
る
。

調
査
区
の
遺
構
検
出
面
の
標
高
は
、
二

・
五
ｍ
と
低
く
、
自
然
堤
防
の
縁
辺

部
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
集
落
の
東
端
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺

構
の
時
期
は
、
七
世
紀
ぞ

一
四
世
紀
で
、
平
安
時
代
、
中
世
を
中
心
と
し
て
お

り
、
矢
野
遺
跡
の
中
で
も
古
墳
時
代
終
末
以
降
に
集
落
が
拡
張
し
た
部
分
と
考

え
ら
れ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
と
し
て
は
、　
三
二
世
紀
末
ぞ

一
四
世
紀
初
の
屋
敷
地
を

区
画
す
る
溝
が
あ
る
。
全
体
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
溝
は
方
形
に
め
ぐ
っ

て
お
り
、　
一
辺
が
約
三
〇
ｍ
を
測
る
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
常
滑
焼

。
青
磁
が
出

上
し
て
お
り
、
同
じ
出
雲
平
野
の
荻
抒
古
墓
の
セ
ッ
ト
と
共
通
し
て
お
り
、
時

期
も
同
じ
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
上
し
た
土
坑

（ｓ
Ｋ
〇
四
）
も
、

溝
で
区
画
さ
れ
た
中
に
あ
る
。

こ
の
上
坑
は
、
南
北
四

。
二
ｍ
、
東
西
三

・
二
ｍ
を
測
る
不
整
形
な
楕
円
形

を
呈
す
る
。
土
坑
は
二
段
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
内
坑
で
は
南
北
三

・
四
ｍ
、
東

西
三
ｍ
を
測
る
。
土
坑
の
壁
の
ラ
イ
ン
は
、　
一
段
目
の
深
さ
は

一
五
伽
で
ほ
ぼ

垂
直
に
落
ち
、
二
段
目
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
六
五
銀
を
測
り
、
底
は
皿
状
に

な
っ
て
い
る
。
土
坑
の
底
に
は
、
厚
さ

一
五
ｃｍ
で
灰
白
色
の
粘
土
が
貼
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
上
に
厚
い
と
こ
ろ
で
二
〇

銀
の
植
物
層
が
あ
る
。
こ
の
植
物
層
は
、

特
に
編
ん
だ
よ
う
な
と
こ
ろ
は
観
察
さ
れ
ず
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
よ
う
な
状
態

(大 社)



で
あ
る
。
こ
の
層
の
中
か
ら
、
古
銭

。
木
製
品

。
糎
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡

も
こ
の
中
よ
り
出
上
し
て
い
る
。
年
代
の
決
め
手
と
な
る
土
器
は
出
上
し
て
い

な
い
が
、
木
簡
も
前
述
の
溝
と
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

①
　　ちるナヽ
の
つれ撃科　　　　　　　　　　　　（Ｆじ×鶴×卜
⇔毬

上
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
上
に
も
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

「ち
」
の
上
に
空
白
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「ち
」
よ
り

一
連
の
単
語

が
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

「
ち
や
く
」
「
つ
ほ
」
「
た
ね
」

の
三
つ
の
単
語
か
ら

な
り
、

「
つ
ほ
」
は

「坪
」
、

「た
ね
」
は

「種
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「ち
や

く
」
に
つ
い
て
は
、
地
名
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
「と
の
田
で
使
う
種
椒
」

セ
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
の
木
簡
の
出
上
し
た
土
坑
か
ら
祝
が
出
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
遺
構
は
ハ
種
祝
の
貯
蔵
穴
で
、
木
簡
は
そ
の
標
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

！木
宿
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
井
上
寛
司
氏
の
ご
教
示

を
受
け
た
。

（松
山
智
弘
）
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遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（郭
内
侍
屋
敷
跡
）
ほ
か

遺
跡
の
年
代
　
一
五
ｉ

一
九
世
紀
ほ
か

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
岡
山
城
本
丸
天
守
台
の
南
西
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
、
都
心
部
に
位
置

す
る
。
調
査
の
結
果
、
江
戸
中

・
後
期
の
遺
構
群
を
別
と
し
て
、
承
応
三
年

（
一

い耐
Ｍ
粥
海
理
論
悪
＼
強
濃
運
５
群
猛
ぐ
　
　
六
五
四
）
と
み
ら
れ
る
洪
水
砂

層
の
下
で
、
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
前
期
に
至
る
大
別
三
時

期
の
侍
屋
敷
跡
を
、
各
々
山
土

造
成
層
を
換
ん
で
、
面
的
に
確

認
し
、
城
下
町
形
成
期
の
屋
地

の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

た
。第

Ｉ
遺
構
面

（仮
称
）
は
、
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